
① ② ③

月
会議実施計画
（日時等）

4月

5月 第１回　5/13 ふっくりあ　藤岸 クリーンズハート　松山 ふっくりあ　水谷

6月 第２回　6/17 紬　藤林 ふっくりあ　藤岸 クリーンズハート　松山

7月 第３回　7/15 れいあろは　谷本 紬　藤林 ふっくりあ　藤岸

8月 第４回　8/12 すきっぷ　一路 れいあろは　谷本 紬　吉田

9月 第５回　9/9 クリーンズハート　松山 すきっぷ　一路 紬　藤林

10月 第６回　10/14 すきっぷ　岡森 れいあろは　谷本 すばる　山本

11月 第７回　11/11 さぽ　倉坂 すきっぷ　岡森 クリーンズハート　松山

12月 第８回　12/9

1月 第９回　1/13 ふっくりあ　水谷 さぽ　倉坂 すきっぷ　一路

2月 第１０回　2/10 すばる　山本 ふっくりあ　水谷 さぽ　倉坂

3月 第１１回　3/10

【活動目標】

事例検討を通じて相談員のアセスメント力
や相談支援スキルを向上させる。

ふりかえり　次年度計画

令和８年度　伊賀市障がい者地域自立支援協議会　相談部会　年間実施計画

活動理念・目的・目標
取り組み内容

【活動理念・目的】 事例提供を通じて、自分のケー
スワークを振り返る。事例検討会
での討論により、新たな視点や、
ケースワークの手がかり等を発
見し、相談支援スキルの向上に
つなげる。

事例検討のファシリテーターを行
うことで、会議運営等のスキルを
向上させる。

事例検討の書記を行うことで、情
報の整理・提示等のスキルを向
上させる。

誰もが自分らしく暮らせる街をつくる。

基幹相談支援センター　溝端
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① ②

月
会議実施計画
（日時等）

WG
全体
会議

4月 第１回WG 〇 〇

5月

6月 第２回ＷＧ ○

・モデルケースの進捗報告を通じ、実例を積み上
げる。個々のケースから課題を整理し、随時ケア
システム図の更新を行う。
・★ケースについて、支援の過程等まとめたフ
ロー図を作成する。
・シンポジウムの内容及び役割分担を協議。

・既存の地域支援のシステムや精神科医療との
連携体制を検討する。また、医療と福祉の協働に
向けて課題を整理する。
・WGメンバー個々が所属する各協議体や各関係
機関への展開について情報共有する。

7月

8月 第３回ＷＧ ○

9月

10月 第４回ＷＧ ○

11月 第５回ＷＧ 〇
・シンポジウム開催に向けた最終打合せを行う。

12月
第６回ＷＧ
（シンポジウム）

○

・★ケースに関係した事業所・仲介業者・支援者、
家族会の方などを招き、作成したフロー図を用い
たシンポジウムを開催する。
・シンポジウムにおけるグループ討議やアンケー
ト結果を分析し、支援者・関係機関の連携課題を
整理するとともにケアシステム図の改善を図る。

1月 第７回WG ○ ○

2月
3月

・令和８年度の活動のまとめ及び評価。
・令和９年度年間実施計画についての協議。

・WG長、副WG長の選任。
・令和８年度年間実施計画の確認。

令和８年度　伊賀圏域障がい福祉連絡協議会　くらし部会【精神障がい地域包括ケアシステムWG】年間実施計画　　　　　

活動理念・目的・目標
取り組み内容

【活動理念・目的】 モデルケースの地域移行支援事例を検討し、実
際に起こる課題を整理する。
また、モデルケースだけでなく、WGメンバー個々
が有する支援事例や実情を共有することで、地域
移行において達成できたこと／できなかったこと
の両面を把握し、実例を積み上げていく。

一人暮らしを達成したモデルケースの1つ（以下、
★ケースとする。）を成功事例とし、★ケースにつ
いてのフロー図を作成する。フロー図に登場した
事業所や支援者、賃貸業者などを招いたシンポ
ジウムを開催し、課題解決方法や関係機関との
連携について確認・検討する。

ケアシステム図の啓発を進め、地域での支援者
を育成していく。

地域包括ケアシステムについて、既存のシステム
を研究・整理し、既存の体系の中でシステムの構
築を行う。
既存の地域移行や地域支援のシステムとの連携
や協働について検証する。

精神科医療と福祉の協働体制の構築に向けて、
課題を整理する。

精神障がい者が地域の一員として安心し
て自分らしい暮らしができる医療・障害福
祉、介護、社会参加、住まい、地域の助け
合い、教育が包括的に確保された地域包
括ケアシステムの構築を目指す。

【活動目標】

多職種で構成されるＷＧメンバーにより、
日常生活圏域における課題を抽出し、項
目を整理して、本会議に地域ケアシステム
構築に向けての提言を行う。
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① ②

月
会議実施計画
（日時等） ＷＧ

全体
会議

第１回研修会

第２回研修会

令和８年度　伊賀圏域障がい福祉連絡協議会　就労部会　【雇用啓発ＷＧ】　年間実施計画

活動理念・目的・目標
取り組み内容

③
【活動理念・目的】 企業向け研修会の開催

(就労定着、雇用啓発の視点
で実施）

他機関主催イベントへの参画

（障がい者就職面接会）

事業所連絡会ＷＧとの連携

（障がい者雇用へのステッ
プアップという視点で、年
４回程度、コア会議と位置
づけ、部会長、両ＷＧ長、
伊賀市、名張市による会議
を実施）

就労ステージ（雇用の場・就労福祉
サービス、地域活動参加の場）の多様
な環境を整え、積極的な社会参画がで
きる地域を構築していく。

【活動目標】

○福祉から就労に向けた計画推進
○障がい者の就労定着や雇用促進に向
けた啓発
○事業所連絡会WGとの連携を深める

・各ＷＧの年間計画の共有
・各ＷＧの検討事項について
協議

・参画事業の確認

○

・第１回研修会について協議

○

６月

・年間計画の確認
・年間の取組について協議
・第１回研修会について協議

ＷＧ会議(6/11) ○

・第１回研修会について協議

４月 ＷＧ会議(4/9)

５月
ＷＧ会議(5/14)
就労部会

○

・各ＷＧの進捗状況等の情報
共有
・各ＷＧの検討事項や課題に
ついて協議
・各ＷＧ事業への参加協力

８月 ＷＧ会議(8/6) ○

・第１回研修会参加者集約
・第１回研修会最終確認
・第２回研修会について協議

９月

７月 ＷＧ会議(7/9) ○

・第１回研修会開催案内送付
・第２回研修会について協議

ＷＧ会議(9/10) ○

・第1回研修会の振り返り
・第２回研修会について協議

(仮)障がい者就職面接会(9/11)
　（運営面で協力）
１.主催：ハローワーク伊賀
２.場所：三重県伊賀庁舎
３.方法：対面方式

11月 ＷＧ会議(11/12) ○

・第２回研修会参加者集約
・第２回研修会最終確認

12月

10月 ＷＧ会議(10/8) ○

・第２回研修会開催案内送付

ＷＧ会議(12/10) ○

・第２回研修会の振り返り
・今年度事業の振り返り
・来年度事業について検討

・各ＷＧの年間報告
・今年度の連携した取組の振
り返り
・来年度の連携した取組に向
け検討

・来年度事業について検討

・各ＷＧの進捗状況等の情報
共有
・各ＷＧの検討事項や課題に
ついて協議
・各ＷＧ事業への参加協力

２月 ＷＧ会議(2/4) ○

・来年度事業について検討 ・障がい者就職面接会(2/12or19)
　（運営面で協力）
１.主催：ハローワーク伊賀　他
２.場所：名張市内（予定）
３.方法：対面方式

３月

１月
ＷＧ会議(1/14)
就労部会

○ ○

・今年度事業の振り返り
・来年度事業について検討

ＷＧ会議(3/11) ○
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4月 〇

5月 ○ ○
・昨年度開催の「座談会」について、
フィードバック。
・座談会におけるテーマを決定

6月 ○
・座談会の募集内容、申し込み
　内容の検討

7月 ○
・研修会開催に向けた協議
・テーマの設定

8月 ○
・8月初旬座談会開催 ・伊賀市開催に向けた協議（告知検討）

名張市開催に向けた協議（告知検討）

9月 ○ ・第1回座談会振り返り

10月 ○

11月 ○ ・第2回座談会の内容の協議 ・研修会実施

・障害者週間に合わせて
伊賀マルシェを開催

・研修会振り返り

・第2回座談会開催
・伊賀市マルシェ振り返り
・名張市マルシェ開催（１月下旬）

・第2回座談会振り返り、まとめ ・「名張マルシェ」振り返り

令和８年度　伊賀圏域障がい福祉連絡協議会　就労部会【事業所連絡会WG】年間実施計画

第４回事業所連絡会WG

第３回事業所連絡会WG

❷

マルシェ
（伊賀、名張で各１回ずつ開催す
る。時期については、伊賀市は
障害者週間、名張市はデザイン
会議上映会に併せて開催）

会議実施計画（日時等） WG

取り組み内容

【活動理念・目的】 一般就労への押し出しに向けた取り組み

1.事業所間コミュニケーション
(伊賀、名張圏域の就労系事業所にコンタ
クトを取り、座談会、事業所訪問等相互に
役職、経験年数等の垣根を超えたコミュニ
ケーションを図る機会を提案し、流麗な意
見交換のできる関係を築く取り組みを、随
時企画する)

2.雇用啓発WGとの連携
（部会長、両WG長、伊賀市、名張市によ
る会議を実施）
（随時研修会に参加する）

活動理念・目的・目標
❶ ➌

【活動目標】

研修
（講義形式の「研修会」を検討。）・福祉と労働が連携し、障がいのある人の多様な

　働き方を実現する。
・障がいのある人が活躍できる就労活動の実現に
　努め、ひとりひとりが豊かな暮らしを送ることを支援
　する。

第７回事業所連絡会WG

第８回事業所連絡会WG
研修会実施

・事業所間コミュニケーションコミュニケーションを図
り、目に見えるネットワークをつくる
（第４金曜日にWGを開催する予定）
・WGの活動がより事業所のニーズに合う事業になる
よう見直しをする

月
全体
会議

第６回事業所連絡会WG

就労部会
第２回事業所連絡会WG

WGメンバー選出
事務局会議
就労部会
第１回事業所連絡会WG

・WG長、副WG長、事務局会議
・今年度のWGメンバーを各事業所に選出してもらう
・新ＷＧメンバーによる年間事業計画、目標設定、方向性の確認・協議

第５回事業所連絡会WG
第1回座談会開催

12月 ・今年度の中間振り返り
・次年度WG長、副WG長について協議
・次年度の年間計画素案作成

3月 ○第１２回事業所連絡会WG

第１１回事業所連絡会WG2月 ○

・次年度計画実施新旧事務局引き継ぎ

・次年度年間計画・実施計画最終確認（決定）

第９回事業所連絡会WG
伊賀マルシェ開催 ○

・今年度の最終振り返り／反省会
・次年度に向けての実施スケジュール確認

1月 ○ ○

就労部会
第１０回事業所連絡会WG
名張マルシェ開催
第2回座談会開催

・名張マルシェ報告（R8.3実施分）
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